
１ 　 総額 （千円、％）

会 計 名 (A)/(B)

一 般 会 計 6,335,368 5,501,337 834,031 115.2

流 域 下 水 道
事 業 会 計 20,132,204 20,481,676 △ 349,472 98.3

 （一般会計課別内訳） （千円、％）

課　　　　名 (A)/(B)

環 境 政 策 課 2,368,490 1,913,928 454,562 123.8

ゼロカーボン推進課 982,388 889,617 92,771 110.4

水 大 気 環 境 課 315,764 325,410 △ 9,646 97.0

水道・生活排水課 2,138,912 1,997,140 141,772 107.1

自 然 保 護 課 409,527 272,821 136,706 150.1

資源循環推 進課 120,287 102,421 17,866 117.4

２ 　 予算のポイント

　上下水道施設の耐震化を促進し、災害に強いインフラ整備を推進します。また、人口減少への
対応として、市町村における上下水道事業の広域連携を推進し、施設の最適化や経営基盤強化
を促進します。

（５） 廃棄物の削減・再資源化の推進

　廃棄物の３Ｒに「リプレイス」を加えた４Ｒの取組により、食品ロス及びプラスチックごみの削減を推
進します。

（２） 生物多様性・自然環境の保全の推進
　多様な主体との連携・協力により、絶滅のおそれのある野生動植物を保護するとともに、本県の
豊かな自然環境を最大限に活かす自然公園づくりを推進し、自然公園のブランド力向上と利用促
進を図ります。

（３） 水環境保全の推進

　諏訪湖環境研究センターを拠点として水質及び生態系の調査研究を実施し、諏訪湖をはじめと
した県内河川・湖沼の水環境保全対策を推進します。

（４） 災害に強いインフラの整備の推進及びインフラの長寿命化・経営基盤の強化

　　「しあわせ信州創造プラン3.0（長野県総合５か年計画）」及び「第五次長野県環境基本計画」に
基づき、SDGｓの視点で脱炭素社会の構築や生物多様性・自然環境の保全の推進など環境施策を
総合的かつ計画的に推進し、本県の豊かな自然を次世代に引き継ぐとともに、県民の豊かな暮らし
の実現を図ります。

（１） 持続可能な脱炭素社会の創出

　「長野県ゼロカーボン戦略」中間見直しを踏まえ、徹底的な省エネルギーの推進と再生可能エネ
ルギーの普及拡大等により、脱炭素社会への転換を加速します。

令和８年度当初予算額
(A)
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(B)
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(A)-(B)

環境部
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(A)
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(B)
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(A)-(B)
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３　令和８年度　環境部施策体系

　　　【 主要事業 】 （R８当初） （R７当初）

・環境保全研究所飯綱庁舎改修事業 431,917 57,998

【拡】・生物多様性増進事業 30,163 10,371
・ライチョウ保護スクラムプロジェクト事業 16,737 16,492
・外来生物戦略構築事業 3,705 4,209

・自然ガイド人材育成・活用事業 2,008 2,000
・御嶽山国定公園化推進事業 8,669 1,177
・自然公園施設等整備事業 105,367 31,257
・自然環境整備支援事業 128,984 93,453

【新】・自然公園施設等上質化事業 31,172 0
【新】・美ヶ原自然保護センター拠点整備事業 8,771

・自然ガイド人材育成・活用事業（再掲） 2,008 2,000
・御嶽山国定公園化推進事業（再掲） 8,669 1,177
・自然公園施設等整備事業（再掲） 105,367 31,257
・自然環境整備支援事業（再掲） 128,984 93,453

【新】・自然公園施設等上質化事業（再掲） 31,172 0
【新】・美ヶ原自然保護センター拠点整備事業（再掲） 8,771

【新】

くらしふと信州運営事業 32,554 24,946

0

【新】：新規事業　　【拡】：拡充事業

【拡】

【新】

7,574

343,299 225,605自然公園管理運営事業

一般廃棄物適正処理推進事業 14,316 343

・騒音・振動・悪臭対策事業 4,029

・「長期広域化・集約化計画」策定に係る調査事業 13,965 0

67,840

環境影響評価審査事業 7,658 7,354

175 134

【新】

【新】

466,149 405,363

・大気汚染防止対策事業

水環境等保全対策事業費 196,345 227,130

2050ゼロカーボン県民行動促進事業 16,921 0

県有施設再エネ100％電力推進事業 12,041 9,182

小水力発電導入推進事業

環境保全研究所管理運営・研究事業 522,112

下水汚泥資源の肥料利用拡大推進事業（再掲） 3,624 6,124

・信州食べきりキャンペーン事業 15,304 3,550

資源循環システム構築事業 22,713 14,266

農業集落排水事業（補助公共）

流域下水道事業（補助公共・県単独公共） 5,167,888 5,630,277

上下水道の基盤強化に向けたアドバイザー派遣事業 837

合併処理浄化槽整備事業 111,667 106,614
・浄化槽台帳システム整備事業

724

【新】

水道施設整備促進事業費 0 768

産業廃棄物適正処理推進事業 16,722 21,168

・廃棄物監視指導員配置事業 30,499 28,937
廃棄物監視指導事業 66,536 66,644

・化学物質対策事業 8,617 8,714
5,227

大気汚染防止対策等事業費 118,427 97,288

　諏訪湖の環境保全に関する普及啓発事業 2,740

67,599

3,156

・河川・湖沼水質保全対策推進事業 196,345 227,050
　諏訪湖環境研究センター調査研究・管理運営事業 123,588 144,700

0

自然公園管理運営事業 343,299 225,605

生物多様性保全事業 63,987 45,017

下水汚泥資源の肥料利用拡大推進事業 3,624 6,124

地球温暖化適応策推進事業 6,279 8,542

災害級の暑さから県民を守る熱中症対策パッケージ事業 406 0

信州環境カレッジ事業 12,345 13,385

太陽光発電の普及に向けた新技術活用検討事業 685 0

地中熱利用普及啓発事業 2,361 0

県有施設太陽光発電設備導入事業 397,324 307,947

地域共生型ソーラーシェアリング普及促進事業 4,036 2,874

再生可能エネルギー普及総合支援事業 143,953 151,880

信州の屋根ソーラー普及事業 259,606 268,528【拡】

新築建築物のZEB化普及拡大に向けた調査・検討事業 5,000 0

＜単位：千円＞
【 しあわせ信州創造プラン3.0 】

家庭の省エネサポート制度運営事業 3,651 3,672

【新】

【新】

・信州エコスタイルごみ減量推進事業 3,486

9,918 0

144,853

信州エネルギーマネジメント支援事業 56,639 44,630
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４　主要事業一覧

◎ 持続可能な脱炭素社会の創出

1 信州エネルギーマネジ
メント支援事業費
[060202]

ゼロカーボン推進課 Ｒ８予算

【新】
2 新築建築物のＺＥＢ化

普及拡大に向けた調査
・検討事業費
[060202]

ゼロカーボン推進課 Ｒ８予算

【地】
3 信州の屋根ソーラー普

及事業費
[060203]

ゼロカーボン推進課 Ｒ８予算

0

新築建築物のＺＥＢ化に向け、県内のＺＥＢ導入事例を調査・分析し、
導入効果や課題を整理した基礎資料を作成します。

[R7.11月補正] [65,051]

259,606 Ｒ７当初 268,528

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

　　　※【新】：新規事業、【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業

*事業者の温室効果ガス総排出量：5%削減（2026年度）

環境部

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

大規模事業者の省エネ・再エネ導入の取組やエネルギー（電気）供給事
業者による温室効果ガス削減の取組を促進するとともに、中小規模事業
者の温暖化対策への支援を行います。

　    ・事業活動温暖化対策計画書制度、エネルギー供給温暖化対
　　　  策計画書制度による事業者の温室効果ガス排出削減
　    ・専門家による事業所の省エネ診断（中小規模事業者向け）
        を行い、省エネ対策を提案
　    ・国事業の省エネ診断（省エネ最適化診断及び省エネお助け
        隊の診断）の診断料に対する補助（中小規模事業者向け）
　    ・再生可能エネルギー由来の電力の共同購入（事業者向け）

56,639 Ｒ７当初 44,630

5,000 Ｒ７当初

*2030年度までに全ての新築建築物のＺＥＢ化（新築ビル等 年1千棟)

住宅や事業所における太陽光発電設備等の普及を促進するため、屋根
ソーラーポータルサイトを起点とした広報強化及び補助金等の導入支援
により、屋根ソーラーの“標準化”を目指します。

　　　・企業等との連携による屋根ソーラーポータルサイトを起
　　　　点とした広報強化（R7.11月補正）
【新】・事業者向けの「初期費用ゼロ円ソーラー」の開始に合わ
　　　　せた重点的なＰＲ等、事業所における屋根ソーラー普及
　　　　に向けた広報強化
【拡】・電気自動車（ＥＶ）の導入支援を追加することにより、
　　　　屋根ソーラーとＥＶを組み合わせて利用するライフスタ
　　　　イルの推進
　　　・積雪地域の建物に適した太陽光発電設備の導入モデルを
　　　　創出

*住宅における太陽光発電設備設置件数：
 10万件（2023年度）→ 22万件（2030年度）

(環境部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

4 再生可能エネルギー普
及総合支援事業費
[060203]

ゼロカーボン推進課 Ｒ８予算
[債務負担行為額]

5 地域共生型ソーラーシ
ェアリング普及促進事
業費
[060203]

ゼロカーボン推進課 Ｒ８予算

6 県有施設太陽光発電設
備導入事業費
[060203]

ゼロカーボン推進課 Ｒ８予算

市町村や地域事業者等が取り組む再生可能エネルギーを活用した発電及
び熱利用の事業、エネルギー自立地域創出等に向けた地域協議会の運営
に対し、収益納付型補助金等により支援します。

　　　・再エネ設備の導入可能性調査(熱利用)
　　　　1/2以内、上限額500万円
　　　・再エネ発電施設・設備の導入
　　　　（調査・設計）
　　　　　2/3以内、上限額700万円
　　　　（工事）
　　　　　太陽光発電(促進区域内事業に限る)：4/10以内、上限
　　　　　額1,200万円
　　　　　小水力発電：4/10以内、上限額1億8,000万円
　　　　　その他：3/10以内、上限額1億円
　　　・地域協議会の運営
　　　　2/3以内、上限額100万円

*再生可能エネルギー生産量：
 3.0万ＴＪ（2022年度）→ 4.1万ＴＪ（2030年度）

143,953 Ｒ７当初 151,880
[180,000]

温室効果ガス排出量の削減及び再生可能エネルギーの活用を拡大するた
め、県有施設への太陽光発電設備の導入を進めます。

　　　・太陽光発電設備の設置　10施設
　　　・詳細設計（令和9年度以降に設置を予定する施設）
　　　　8施設

*県有施設への太陽光発電設備の導入：
 設置可能な施設の約60%に設置（2030年度）

397,324 Ｒ７当初 307,947

地域に調和した形で導入される太陽光発電の普及を促進するため、市町
村と連携してソーラーシェアリング（営農型太陽光発電）導入に向けた
地域調整を実践し、ソーラーシェアリングのモデル創出に取り組みま
す。

*ソーラーシェアリングの導入に向けた取組モデルの創出：
 2例（2026年度）

4,036 Ｒ７当初 2,874

(環境部-2)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
7 地中熱利用普及啓発事

業費
[060203]

ゼロカーボン推進課 Ｒ８予算

【新】
8 太陽光発電の普及に向

けた新技術活用検討事
業費
[060203]

ゼロカーボン推進課 Ｒ８予算

9 小水力発電導入推進事
業費
[060203]

ゼロカーボン推進課 Ｒ８予算

【新】
10 災害級の暑さから県民

を守る熱中症対策パッ

ケージ事業費
[060202]

ゼロカーボン推進課

資源循環推進課 Ｒ８予算

「災害級の暑さから県民を守る熱中症対策パッケージ」の一環として、
市町村や民間事業者との連携により「涼みどころ」及び「給水スポッ
ト」の増設を促進し、周知を強化します。

406 Ｒ７当初 0

小水力発電の導入を促進するため、発電事業者同士の意見交換や事業者
向け講演会等を実施します。
【新】・発電事業者間の懇話会を設立し、地域に調和した小水力
　　　　発電のビジネスモデルを推進するとともに、生産した
　　　　電気を県内需要家が購入できるスキームを検討
　　　・成功事例を有する者による講習会を開催

*県内小水力発電施設の設備容量：
 99.6万kW(2023年度)→103.2万kW(2030年度)

175 Ｒ７当初 134

再生可能エネルギー熱利用の活用を拡大するため、定量的な導入効果や
事例を示した広報ツールを作成し、理解促進を図ります。

*地中熱利用可能性調査件数：1件

2,361 Ｒ７当初 0

屋根の形状や耐荷重不足により従来型（シリコン型）太陽電池が設置で
きない建物に対して、ペロブスカイト太陽電池をはじめとした薄層軽量
型太陽電池の導入や新たな設置方法を検討します。

685 Ｒ７当初 0

(環境部-3)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【地】
11 くらしふと信州運営事

業費
[060201]

ゼロカーボン推進課 Ｒ８予算

【新】【地】
12 2050ゼロカーボン県民

行動促進事業費
[060201]

ゼロカーボン推進課 Ｒ８予算

13 信州環境カレッジ事業費
[060101]

環境政策課 Ｒ８予算

14 地球温暖化適応策推進事
業費
[060104]

環境政策課 Ｒ８予算

県民の環境保全に対する意識の向上と行動変容を促すため、県民や学校
向けの環境に関する情報を一元化して発信するとともに、環境学習を目
的とした講座を開催する団体等を支援します。

　　　・県内各地域で開催される地域講座及び学校講座の開設
　　　・学校のニーズに応じた講師派遣や実験器具等の支援
　　　・ゼロカーボン動画コンテストの開催

*信州環境カレッジ受講者数：14,530人

12,345 Ｒ７当初 13,385

持続可能な脱炭素社会の実現に向けて、県民・事業者等各主体の行動変
容を促し、取組の輪を拡大させるため、脱炭素化に取り組む理念の共有
や具体的な行動例の提案等を行います。

　　　・脱炭素化に取り組む理念をＣＭ、新聞広告等により改めて
　　　　県民・事業者等と共有
　　　・信州の自然、環境に根差した暮らし・ライフスタイルをＳ
　　　　ＮＳ等により収集・発信

*環境に配慮した行動を多く実行している人の割合：
 65.2%(2025年度)→75.0%(2027年度)

16,921 Ｒ７当初 0

環境と地域に根ざした持続可能なライフスタイルへの転換を実現するた
めに、ゼロカーボン社会共創プラットフォーム「くらしふと信州」にお
いて、多くの主体が分野を超えて行動できる協力体制を構築し、ゼロ
カーボンの取組を促進します。

　　　・企業・団体、自治体、教育機関等の多様な主体が課題や
        ノウハウ等を共有する場を提供
　　　・ゼロカーボンに取り組む実践者や県内好事例の発信
【新】・専門人材を配置し、県内各主体間の共創を促進

*「くらしふと信州」認知度：2.8%(2025年度)→6.0%(2027年度)

32,554 Ｒ７当初 24,946

農業、防災、生態系、健康など様々な分野において、気候変動の影響や
適応に関する情報の収集、整理、分析を行い、効果的な適応策の推進
や、市町村の気候変動適応に関する取組を支援します。

　　　・気候変動に関する情報発信
　　　・気候変動における分野別の影響評価
　　　・市町村等の適応策創出支援

6,279 Ｒ７当初 8,542

(環境部-4)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

15 環境保全研究所飯綱庁舎
改修事業費
[060102]

環境政策課 Ｒ８予算
[債務負担行為額]

◎ 生物多様性・自然環境の保全の推進

16 生物多様性増進事業費
[060501]

自然保護課 Ｒ８予算

17 ライチョウ保護スクラム

プロジェクト事業費
[060501]

自然保護課 Ｒ８予算

18 御嶽山国定公園化推進

事業費
[060502]

自然保護課 Ｒ８予算

長野県の豊かな生物多様性を増進するため、令和7年12月に新設した
「長野県生物多様性センター」を拠点として、県内の自然共生サイト認
定申請支援やパートナーシップ協定の締結促進に取り組みます。
　
【新】・自然共生サイト認定を目指す企業等への支援
【新】・生物多様性ガイドブックの作成
　　　・生物多様性ポータルサイトの構築
　　　・生物多様性パートナーシップ協定締結に向けた
　　　　マッチング会の開催

*生物多様性保全パートナーシップ協定件数：34件（2027年度）

国定公園化を目指している御岳県立公園において、地域の自然資源を活
かした観光振興や地域の活力へつなげるため、国定公園化を記念した式
典や情報発信を実施します。

【新】・国定公園化を記念した式典の開催
【新】・国定公園化の認知度を高める情報発信

*自然公園利用者数：3,709千人（2024年度）→3,820千人（2027年度）

8,669 Ｒ７当初 1,177

30,163 Ｒ７当初 10,371

長野県の県鳥であり、絶滅危惧種であるライチョウを守り、社会全体で
生物多様性の保全に取り組む機運を醸成するため、寄付金を活用した調
査や保護対策を実施します。
　
　　　・生息情報が不足している山域での生息状況調査
　　　・ライチョウの捕食者となる哺乳類の行動調査、追払い
　　　・登山者へのマナー啓発（ごみの持ち帰り等）

*レッドリストの分類：ⅠＢ類→Ⅱ類へのダウンリスト（2029年度）

16,737 Ｒ７当初 16,492

環境保全研究所安茂里庁舎の老朽化に伴う飯綱庁舎への業務集約及び庁
舎省エネ化を図るため、改修工事を実施します。

431,917 Ｒ７当初 57,998
[646,603]

(環境部-5)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
19 自然公園施設等上質化

事業費
[060502]

自然保護課 Ｒ８予算

【新】
20 美ヶ原自然保護センター

拠点整備事業費
[060502]

自然保護課 Ｒ８予算

◎ 水環境保全の推進
【地】
21 河川・湖沼水質保全対策

推進事業費
[060302]

水大気環境課 Ｒ８予算

◎ 災害に強いインフラ等の整備の推進及びインフラの長寿命化・経営基盤の強化

22 上下水道の基盤強化に

向けたアドバイザー

派遣事業費
[060401]

水道・生活排水課 Ｒ８予算

196,345 Ｒ７当初 227,050

諏訪湖環境研究センターを拠点として水質及び生態系の調査研究を実施
し、諏訪湖をはじめとした県内河川・湖沼の水環境保全対策を推進しま
す。
　　　・諏訪湖環境研究センターにおいて水質改善と生態系保全の一
　　　　体的な調査研究を推進
　　　・官民協働による諏訪湖の水草除去等を実施し、諏訪湖の環境
　　　　保全に関する普及啓発を推進

　*諏訪湖のCOD（75%値）※4.8mg/L（2024年度）→4.7mg/L（2026年度）
　※化学的酸素要求量。湖沼等における有機物による水質汚濁の指標。

市町村における上下水道施設の耐震化及び事業の経営基盤の強化を促進
します。
　
　　　・上下水道事業の基盤強化に向けた外部専門家による市町村向
　　　　け講習会の開催及び指導・助言の実施
　　　・耐震化・広域化を促進するための市町村向けセミナーの開催

837 Ｒ７当初 724

インバウンドを含めたすべての来訪者が自然を満喫できる自然公園を目
指し、宿泊税を活用した質の高い受入環境の整備を実施します。

　　　・自然公園園路バリアフリー化の実施
　　　・自然公園内案内板の多言語化、情報拡充の実施

*自然公園利用者数：3,709千人（2024年度）→3,820千人（2027年度）

31,172 Ｒ７当初 0

美ヶ原高原の豊かな自然や特徴を学び、自然環境への理解を深める拠点
として、美ヶ原自然保護センターの機能強化を図る施設改修を行うた
め、設計の基本となる改修基本構想を作成します。

8,771 Ｒ７当初 0

(環境部-6)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 廃棄物の削減・再資源化の推進

23 信州エコスタイルごみ

減量推進事業費
[060601]

資源循環推進課 Ｒ８予算

24 信州食べきりキャンペー

ン事業費
[060601]

資源循環推進課 Ｒ８予算

【新】
25 「長期広域化・集約化

計画」策定に係る調査

事業費
[060602]

資源循環推進課 Ｒ８予算

食品ロスやプラスチックごみを削減するため、消費者のエコスタイル
（ごみ減量などを取り入れた環境負荷の小さい生活様式）を促進しま
す。
　　　・食品ロス削減を推進するため、「残さず食べよう！30・10運
　　　　動」や「信州発もったいないキャンペーン」等の啓発を実施
　　　・マイボトルの利用普及を通じたプラスチック使用の削減のた
　　　　め、給水スポットマップの利用促進
　　　・過剰包装を削減するため、簡易包装や再利用できる包装への
　　　　転換を促進

3,486 Ｒ７当初 7,574

外食産業における食品ロスを削減するため、飲食店利用者が完食した際
に特典を受けられるキャンペーンを実施します。

【新】・飲食店及び飲食店利用者の利便性向上のため、次回参加店で
　　　　特典を受けられる「食べきり証明券」のデジタル版を導入
【拡】・集中広報期間を設け、様々な媒体を活用したキャンペーンの
　　　　重点的なＰＲを実施

*参加目標店舗数：300店舗

15,304 Ｒ７当初 3,550

県内のごみ処理体制を構築するための「長期広域化・集約化計画」の策
定に向けた調査を実施します。

13,965 Ｒ７当初 0

(環境部-7)


